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本研究領域は、超低速ミュオン・スペクトロスコピーの基幹技術確立と、そ

れを活用した新しいナノサイエンス創出を目指すものである。J-PARC の生み出

す世界最大強度パルスミュオンビームのみが可能なものであり、高強度のミュ

ーオンビームにめどがついた時点での申請は、まさに時宜を得ており、J-PARC

の戦略的活用法としても高く評価できる。深さ方向分解能 1nm を実現する我が

国オリジナルの測定手法は、物性物理・化学といった物質科学から、電子工学、

生命科学、素粒子物理まで、広い学術分野に波及効果をもたらし、国際的にも

大きなインパクトを与えると期待される。 

 

 


